






要約:文献考察により最近の婦人および妊婦のアルコール・カフェインの摂取の現況を把

握して、それがどのような傾向にあるかを考えた。アルコール・カフェインとも妊娠前に

比し妊娠中は多量に飲んでいる者の割合は減少し、自己抑制が働いていると考えた。母体

の摂取したアルコールの胎児への影響の典型的なものは胎児性アルコール症候群(FAS)で

あることは一致しており、摂取アルコール量とFAS 発現との関連は必ずしも明確でないが、

アルコール依存症の様な多量のアルコールを飲み続けた場合に発現するとされ、普通一般

人の飲酒量とははるかにかけ離れたものであった。以上より妊婦のアルコール摂取の制限

はむしろ非妊時の多量飲酒をいましめることの必要性があり、また健康によい適量のアル

コール摂取量はどの程度かについての研究が今後望まれる。カフェイン摂取についても過

度の摂取による胎児カフェイン症候群を提唱している者もあり、死産、胎内死亡、IUGR

の発生とカフェイン摂取量との間に関係があるとしている。しかし、アルコールに比しま

だこの方面での研究報告は少なく、その現況も含めて調査研究が待たれるところである。


